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 航空法調査研究会の代表幹事としてＩＲＡＳ(Incident Report Analysis System)を提唱して
いる著者が、過去に起きた航空機事故の分析と運行乗務員、航空管制官、整備員を対象に独自
に収集したインシデント事例を元に、一つ一つは小さなイベントが、重畳し、つながっていく
ことで大事故に至る過程を詳細に分析し、いかに小さなトラブルの連鎖が大事故につながって
いくかを分析している｡ 
 著者が提案しているＩＲＡＳは事故に至らないインシデントを収集、分析するシステムで、
その背後には、事故の分析は起ってしまってからの事後分析では真の原因追及は不可能で、小
さなインシデント段階で事故の連鎖への芽をつみ、インシデントが大事故へ至る道筋を断つこ
とが、真の事故防止であるという著者の主張がある｡ 


